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観点別・一次評価（担当部署の評価）

二次評価（行政評価委員会の評価）

●改革プラン

二次評価 ☆☆☆☆

★★★★

★★★★
★★★観点別評価

1-1　　心豊かな人づくり

●事務事業の内容

地震発生時に園児の安全を確保するとともに地域住民の避難施設としての利用が図れる。

平成8年度耐震診断結果から
神山幼稚園　X方向　Is=0.28、Y方向　Is=0.25
竃幼稚園　　X方向　Is=0.61、Y方向　Is=0.78　と耐震性能に劣るため補強が必要である。

耐震性に劣る園舎の耐震補強を実施し園児の安全性と環境の整備を図る。
目　的

（何のために）

事務事業実績

公立幼稚園園児・教職員・地域住民

●事務事業の実績・投入コスト

見直し改善の
経過

年度

竃幼稚園園舎耐震補強工事　監理業務委託

政　策 1-1-1　乳幼児期の教育の充実

●事務事業の位置付け

期間

基本計画におけ
る位置付け

基本政策

根拠法令・要綱等 学校教育法

2-5-2　地震対策の推進関連
政策

整理番号 11108-010

教育総務課　施設スタッフ

公立幼稚園園舎整備事業事務事業名
所  管

手　段
（どのようなや
り方で）

事務事業の背
景・住民の意向

成　果
（どのような状
態にしたいか）

対　象
（誰・何を）

補強計画・実施設計を検討後、補強工事を実施する。

一次評価

平成16年度
神山幼稚園園舎耐震補強計画・実施設計業務委託

平成18年度

●評価指標

●事務事業の評価

★★★★

平成17年度

完了

神山幼稚園園舎耐震補強工事　監理業務委託
竃幼稚園園舎耐震補強計画・実施設計業務委託

改革により予
想される成果

平成19年度か
らの対応

平成20年度以
降の対応

完了

コメント

コメント

幼稚園の耐震化事業は平成18年度で完了し園児の保育が安心し
て行なえる。

園舎の有効利用に努められたい。

今後の方向性

今後の方向性

完了

耐震化率（％）
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